
カジカ・・・6匹、ウグイ・・・2匹

 

カワヤツメ・・・1匹、ハヤ稚魚・・・5匹

 

サケ稚魚・・・2匹、ふ化前タマゴ・・・31個
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捕獲した魚を安全な場所へ放流しました。

どんな魚がい

 

たのかなあ？

斎小学校4年生のみなさんお疲れ様でした。

一人一人網を持って魚を探しています。

総勢約50名で引っ越し作業を行いました。

2月16日（火）、鶴岡市伊勢横内地内の鶴羽橋下流右

 

岸で「魚の引っ越し作業」が行われました。

 

赤川自然再生事業の一環として、伊勢横内床止に現在設

 

置されているブロックの空いている箇所に新たにブロック

 

を設置し、魚道から魚が上りやすいようにする工事を施工

 

するために仮締め切りをしました。その中に取り残された

 

魚を安全な場所に移動させるために、斎小学校4年生の児

 

童の皆さんと、漁協関係者の方々から協力を頂いて約５0

 

名で作業を行いました。

 

雪がちらちら降る寒い日でしたが、子供達は網を片手に

 

川の中をよく見て逃げ遅れた魚を探して捕獲し、安全な川

 

に放してくれました。作業を通して、赤川にどんな魚が生

 

息しているか勉強になったのではないでしょうか。

 

協力をして頂いたみなさん大変お疲れ様でした。

魚いないか

 

なあ・・・

元気でねー。

※写真掲載については斎小学校の許可を得ています。
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ご意見・問い合わせ先

毎年、野焼きが原因と思われる火災が4月、5月

 

に多く発生しています。春は空気が乾燥して火災

 

が起こりやすくなります。

 

昨年の5月には堤防法面で野焼が発生しました。

 

原因は特定できていませんが、芝に燃え広がると

 

堤防が土だけの裸の状態になり弱体化してしまい

 

ます。芝がない状態の堤防は、洪水になると土が

 

崩れやすく、堤防が決壊する可能性が高くなりま

 

す。堤防が決壊すると水があふれ出し皆さんの町

 

が大変な被害を受けます。

 

野焼きは犯罪です。罰則もあります。絶対にや

 

めて下さい。

毎年、ホームタンクからの小分け時や、タンク

 

配管の老朽化、損失等が原因で油の流出事故が発

 

生しております。

 

事故を起こすと油の回収、処理に多額の費用が

 

かかりその費用は事故を起こした原因者が責任を

 

持って負担しなければなりません。

 

事故を起こすことの無いように日頃から気を付

 

けていきましょう。

* 万一、油の流出事故を起こした場合、または

 

発見した場合はお近くの国や県の機関、市町村

 

役場、消防署、警察へご連絡ください。

●

 

ホームタンクなどから灯油を小分けする時は絶

 

対にその場を離れない。

●

 

配管やホームタンクの定期点検に努めましょう。

今年度も残すところあと1ヶ月余りとなりました。2月の末から暖かい

 

日が続き、雪もすっかり解け少しずつ春に向かっているようです。こ

 

れから暖かい日が続くと、雪解けによる河川の増水の心配があります

 

ので、河川を利用する際は十分に注意してご利用ください。

赤川自然再生事業の一環として、新名川橋から櫛引橋まで

 

の外来植物のハリエンジュ（ニセアカシア）等を伐採する工

 

事が1月29日に完了しました。

 

工事期間中、近隣住民の方々には大変ご迷惑をおかけ致し

 

ましたが、皆様のご協力のもと無事故で無事工事を完了する

 

事ができました。ご協力本当にありがとうございました。

H21.4月堤防法面野焼 H20.4月河川敷野焼

伐木、除根後

施工前 完成後

伐木、除根後

31.0k左岸

施工前

完成後 29.6k右岸

＊一部例外的に認められる野焼きもあります。
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